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太陽化學の・今昔①
一越環艦の発光學を生み出し愛ζ大恩人蓮しての蹴陽一一
幽　本　一　清
　太陽からの光線を導いて．ガラスのプリズムの中を通過せしめるε．元々無
色（或は白色ざ云ふ入もある）の日光が．種々の色の配列になるεいふこ書を嚢
見、しナこのは、かのア1ザーク・ニウトン（lsaac　Newton）であって．それは西暦
1666年であっナこ。ニウ5ンは睡れをスペクトル（Spectrum）ミ名づけナこ。
　ニウトン以後。此のスペクトルの現象は永く忘れられて．學界の注意を惹か
なかったか．殆んさ一世紀傘を過ぎナこ西暦1802年に、ヲラストン（W。H．　WGII－
astOn）がAプリズムへ迭られる日光の圓孔を小さくしてスペクトルの種々の色
が三塁になるこミを知り．之れによって．赤から董までの色心が多くの暗識で
遮噺されてるる現像を獲見したが．彼れは之れ等の曙鮎を。種々の自然色の間
e）境界であるミ考へた。其の後．1808年に、ララストンは更に、日光を．最初
プリズムの縁に李行な向きの細隙の中を通過せしめて後．レンズやプリズムへ
導くtr．スペクトルの現象は極めて見事に現はれるこざを知つナこ。
　　　　　　　　　　　　しかる1：　．上記のララストンの諸獲明を知らない
鱗『一＠
?ーー「「「?ー?ーー　毒
　襟
　驚一
郭：二
　畜
　サ　ロ　ロ　　急
?
???
D
E
F
q
?
　　A　　　B
　760．40　686．71　656．21
L＝ウトンの時以來、日光スペクトルは赤澄黄線青藍董の七色から成るε言ひ傳
　で．ドイツ國ミュンヘン市の光學家フラウンネファ
（丁．v．　Fraunhofer）は．やはり日光スペクトルを種々の
方法によって研究した結果．プリズムや廻折格子によ
って美しいスペクPルを得るε共に．集光レンズをプ
　リズムの前後に用みるこξの得策なるを知り．此の日
　光スペクトル中には虚しい黒線の存在するこεを獲見
　しナこ。拘れは西暦1814年であっナこ。フラウンホフアは
此の玉詠が其れ其れ常に一定不攣の位置に現はれるこ
　Eを確め．此等の総計600個を鰍へ．更に其の中の32
4個の位置配列を圖に書いた。故に此等の母線を一般
　に今も筒「フラウンホプア線」こ呼ぶ。フラウンホフア
　は特に著しい8個の黒線には．目標のナこめに．Aから
　Hまでの符號を付けた。此等の8個の線の光波の長さ
　は・〔コルヌCornuに填れば）．　y．（　iクPン）の輩位で
　下の如くなるQ
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へられてるるが．此等の色ミ．上記の8個のフラウンホフア線ミの關係は第一一
圖の通りである。
　日光スペクトル中のフラウンホフア線の起る．原因が何であるかεいふ問題
は．フラウンホフア自身を始め．引時の物理學者の間に上・ろい塑ξ考究された
が．只其の位置が一定なるこミε．細際やプリズムの故障に因るものでないこ
εが確められた回外に。全く解決の法が無かつk。フラウンネフアは、D線の
位置が、實験室内でナトリウムの化合物を燃して嚢する光からのスペクトル輝．
線ミ偶然一致するこ書を知り、之れに依って、太陽の中には飼等かの形でナト
リウムが存在するこごを推理しナこけれ母．明確な理由は不払であった・
　ミころが．第十九世紀の中ばを過ぎ江1859年．ドnツ國ハ／デルベルビ大學
の粉理三歎授キルヒネフ（G。R。　Klirchhoff）によって．フラウンホフア線の謎は
全く解けて了つた。キルヒホフは。實験室内のナトリウム嬬が軍に輝やいてる
るミきには、口回中のD線に相當する位置に見事な輝線が常に親はれるけれ骨嘩
若し此のナ｝リウム煙の背後に強力な白熱燈を置くミきには．白熱慰からの連
績スペクトルが廣く現はれて．ナトリウム線の位置には黒線が見えるこεを嚢
見し．之れによって．分光底上の最大原理を悟るに至つナこのである。世に所謂
キルヒオフの原則：三呼ぶものは
　紬ての物禮ば同一の温度の下に光線か獲ずろ能力ビ吸牧する能力tの比が一定である
Sいふのであって。’今日の分光學の基礎は實に此の原則にあるのである○
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丁少し詳しく分光學上の諸現象な説く㍍凡そ、総ての口窄丸高温に熱ぜられて、光
りた放つものであって、朔…に、
躍学齢艘ε1乱高濫によって、常に白色光邸ち蓮綾スペ〃トッ秘饗し、
ガス｛酸1ち高温によって、常に、著蜀特な軍医光師ち輝線スペグトツな出す。
しかし乍ら、此ういふ風に嚢下する物蹉もs同辱に曲解の際する光ピ同じ光波潜吸牧する
性能潜有ってみるのであって、蕗の
　四光能力S吸牧能力Sの比lt常に量定である。
Ptl：、例へば、今或る物騰が
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　温　　　度　　　1000。　1200。　1300。　工500。　2000。　に於いて、
　嚢光能力な　　　　200　　250　　280　　340　　450　　註すれ［！i’s
　吸牧髭力匡　　　286　　・a57　　400　　485　　643　　定なり、
卸ち
　　　　　　　　　200　250　280　340　450　　　　　　　　　　　＝．　＝．　．．　．m　．．　一．　一一＝O．7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　485　　　　　　　　　　643　　 357 400286
ミなる筈である。そして、或る二合に或る物禮が光奄嚢射するカ㍉或匡吸回するtl’tいふ
劇丸全く二つの物燈の問の温度の相墾†關係［咽ろのであって、例へば、第二圖の如き揚
合に、若し、
　Aの温度がBの濫度よりも高ければ、Aの光りにBに吸牧されて、スペクトルに1工暗線
　が現ばれ、
　Aの濃度がBの温度よりも低ければ、Aの光りがBに吸牧される以上にBからの獲光が
　強いからNスペク〉；レにに輝線が現iSlれる
こ¢sなる。
　キルヒホフは上記の原理を慮略して．太陽光線のスペクトル中にあるフラウ
ンホクア線を研究し．其の結果．「太陽の中央部には白熱されナこ固禮又は液艦が
あり．それを包んで梢や低温のガス罷がある」ε考へた。そして此のガス燈の
中には
　ナト可ウム、鐵、カルシウム、’マグネシウム、ニツケ｝V、バ可ウム、銅、亜鉛
の八種の元素が混在してみるこεを確めナこ。之れが太陽の化學購造を研究しk
最初の、レコードであって．言ふまでもなく．分光學（Spectroscopy）’Sいふ新し
い物理學の挙用により、はるかの天界から齎らされナこ珍らしい知識であった。
今まで幾千年の間。天艦の経緯度のみを研究し．其の室間手動の法則のみを研
究の封象ミ．してみた天文學界t：　，こN「「に全く新しい方法が紹介され、今後1“　．
天文回者が．手にも射れないで居ながら遠方の天鰹の化學分析をするこごが幽
來る時代ミなった。此の化學分析が最初に試みられナこのは師ち太陽であって．
ここに「太陽化學」（Solar　chemistry）なる新しい語さへ作られるに至つナこ。
　キルヒホフの獲見に驚かされナこ三界は．俄かに多くの新研究者を此の方面に
・起しナこD中にも英國の．ブリウスター（D．Brewster）．ロッキァ（J．　N．　Lockyer）．
ノ、ギンス（W．Huggins）．佛國のジャンサン（M．∫anssen）、トローン（E　L　Tho一
．llon）．凋國のターン（K：，　Kuhn）．瑞典のオングス1ロエム（A．丁．　Angstr6m）、
米國のドレーパー（H．Draper）等は此の方面の有名な人々であっk。ブリウス
ターやターン等は日光スペクトル中に、、フラウソホーフアが見た以上の多藪の
、暗線を見．トローン等はA線からE線までの間に實に3200本の嗜線を見、其の
うち900本以上が地球大氣の吸牧線であるこεをも知つナこ。一一一一日光スペクb
ルの暗線の中の．地球大氣による吸牧線を見分けるには．始め．太陽の地李線
上に於ける高度の攣化による暗線の攣動に依って士別する方法のみが用ゐられ・
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てるナこが．後年には．太陽の東端や西端の自韓による親線速度をドプラー原理
によって観測する方法や．又、太陽面の中央部ミ邊縁部εの培線の異同によっ
て惜別する方法が案出されテこ。
　太陽化學の研究によって．1870年頃．オングストロェムは太陽中に14個の元
素の存在知り．1878年ロツキアは33種の元素を認めた。しかし．此のロツキア
の見た33種の元素中には多少不確竃のものもあり、叉、日盆の時に限って見える
が李常は見えないヘリウムも含まれ．尚其の外に。今日は元素ε認むべからざる
ものも数へられてるfこ。それで、1887年に米國のヤング（C・Young）が名著
‘‘　The　Suガ’0）中に「既知の元素」εして書き舞1ナた所によるε．総計22種εな
ってみる。
　第十九世紀の末葉．米國ボルチモアのジョンス・ホプキンス大全教授ローラ
ンド（H．Ae　Rowland）が自ら精巧な凹面格子を作って太陽スペクトル線の研究
をしたのは．太陽化學のためにも．一般の分光學のためにも．一大新時機を割
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　するものであった。v一ランドは光波長3000Aから7000Aまでの間に無慮30000’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本の培線を見．之れ等を精密に一千分の一一一Aの桁まで測定して．1895年から
1897年までにわたりAstrOphysical］一〇urnal（第一巻から第五巻まで）に嚢表し
ナこ。遮れによるε。スペクトル疇線の険査によって．太陽の中に存在するこ認
定される化學元棄は．
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の36種である。此のv一ランドの獲表があって以來．太陽の中に認められる此
の36種の元素は弾常に礎威ある確定：事實こして學界は一般に容認する所εな
った。從って．今コ十慰紀に入ってからも．多くの書物や出版物に記載せら
れる太陽元素は殆んき皆此のローランドの結果其のまXであるε言って好
い。尤も．年の経過ご共に．太陽中に新しく嚢見される元素も無いではな
い。又．多少疑はしいけれ3或は存在するかも知れないε思はれるものもあ
る。断ち．
・9。・軸版・・…（…w・・mb）囎・T・・S・…”中・・i・Sl杏魏晃聾辮
1911年　　アボKC．　G．　AbbQt）　　“The　Sun”　　　　同　　　　　　44種
　亙912年　　　フアウラー（A・Fowler）　　匹‘Astronomy，，　　　　同　　　　　　38種．
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　1912年　　　　ミ／ヤィナ＿（」．Scheiner）　　t‘　Popu1渓re　Astrophysik”　　　　同　　　　　37種
　1916年　　＝E　一一・）y・Fン（F・R蜘・11t・n）‘［　lnt・・d・cti・n　t・Ast・・nonly　）’同　　お8種
　1921年　　　シャイナーこ第三版〕　　　“Popul託re　Astronomie’”　　　同　　　　39種
　1922年　　　　ニウカム・エンゲルマン（：Newcomb－Engelmann）“Pol）ul翫e　Astronomie”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　47種
εいふ有様であって．最後のニウカム・エンゲルマン〔第七版〕には．一一費して
可なり多くの元素が認められてみるけれ：ヨ、それでもrローランドの36種以外
のものは多少疑はしいものが多いのである。（序でに一言するこ　tr　Ci。ローラン
ドの表の中には．ヘリウムが含まれてみない。計れはいろいろの考へ方もあら
うけれε．兎に角．ヘリウムの暗線は太陽の色球からの光の中には現はれてる
るが、普通の光球の光の中には見えてみないから．省かれたものである。然
るに．上記の諸書の中．フアウラー氏のもの以外は．皆このヘリウムを加算し
てみるのである。）一一つX’く。
　　　　　　　況太畢洋學衛禽謝中の翼文禽奮
　去る十月三十日より豫定の如く東：京で開かれた第三回汎太Z卜洋學術内議の中
の天文部（Sec亡io！ユof　Astronomy）1ま十一月二日午後一時から部會を開いナこ。莫・
國のJ．Proudrn2tn氏が座長Sなり，
　o犠‘太雫洋地方嬬騨釜天意観潔雪
。太写洋二方の塊騒麹嫌勺議題と蜘扇凧動善め購系
の二題目を中心εして、下記の論文が養表された。
　1・ドク蓄ルMlguel　Selga師（ブイ1）wン）一山る1929年5月9鷲ブイリビン諸島南
　　部にて見19ろ皆既日食
　2。　　　　　　　　　　　　　　一Rニラの緯度
　3．ドクトシC．E．　Adams氏（ニウツiランド）一緯度攣化（代馬）
　4．同　　　　　　　　　一同じ窟演板上に内書星ビ為撮って経緯度の決定（代讃）
　5．理學博士山鼠一清敏授（口本）一天丈墓建設地Sしての南渦州
　6．ドクFFレC．　E．　Purness教授（米國｝一太陽熱の測定（幻燈入りシ
7・　lu學博士b声響昌棄1｝一燗黒・占襯・糊
　8．理學博士孤本一高教授（日本）．一太陽黒貼ミ太陽恒数Eの闘係について
　9．理二二口実籔薪雲気授（日本）太陽輻射纏中の極端短波S地學現曳
10。理脇士右四鯉吉技師（H本）～氣温に太陽活動の影響か検出する試み、
U．同　　　　　　　　（Ei本、一春季の日本に於ける虻田景況亡朝際活動
12・同　　　　　　　　一西太平洋の電波買受により太陽活動が大氣小雛に影響か証凹
他の部に比して、天文部は外國よりの代表者少なく、從って病冠も餓り振はな
いだらうご思はれてるナごが、實は案に相違して、此の天三部會は約五十の庸に
殆ん蓄室庸無く、後方には立つたま、傍鯨する営々もあっナこ、＝，継席者は上記の
論：文登表者の外に、京都大學よりは上田、荒木爾助教授．能田、竹田病理學士．，1
上島、渡撮雨氏及び山本夫入．東京天文壼よりは李由肇轟．早乙女載授、萩原
理四川．水澤丁丁所よりは木村所長、池田．山崎爾技師等も見え。外門人εし
ては．ジヤヅのJ．Clay氏、濠洲のヴオンヴイラ1教授ニゥジ！ランドのC。　C．
Faτr氏．　P．　Maτshεし11ft　．米國のLF．　Jenkins嬢．　G．　W．　Litlllehales氏．濠ジi｛
のE．F．　Pigot老、支那の秦紛氏等も見え、叉．日本入の天文家以外に長圏．田
中舘、中村．小野、田丸の諸博士も見えてゐナこつ
